
金
滞
官
蹴
志
巻
サ
四

機
兵
衛
奮
邸
は
、
今
の
佐
々
木
誠
警
宅
地
と
云
ふ
。
一
説
或
は
不
関

門
外
と
も
云
ふ
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
、
或
稔
は
停
聞
の
誤
及
。
る
ペ

し
1

右
の
邸
地
は
‘
延
賞
金
滞
固
に
金
森
平
蔵
向
佐
々
木
左
門
と
見

h
‘
元
総
六
年
の
士
幌
に
、
佐
々
木
左
門
、
堤
丁
金
森
平
七
向
深
美

右
京
近
所
。
と
あ
り
て
、
所
謂
石
屋
小
路
也
。

oa問
権
兵
衛
偉

三
登
記
に
云
ふ
。
権
兵
衛
先
胞
は
、
昔
足
利
傘
氏
将
軍
の
時
よ
り
、

加
州
河
北
郡
森
下
に
柏
崎
回
殿
と
て
宮
家
あ
り
。
近
郷
を
押
領
し
、
大

永
の
頃
ま
で
家
祭
え
て
有
り
け
る
が
、
越
前
の
朝
倉
義
高
と
い
へ
る

者
一
授
共
を
討
取
り
て
加
州
を
も
合
せ
度
と
思
ひ
‘
亀
岡
と
申
談

じ
、
石
川
郡
松
任
の
蕪
木
を
減
却
せ
し
め
、
夫
よ
り
組
問
と
一
味
し

て
、
加
州
を
傾
け
ん
と
申
合
ひ
け
り
。
組
闘
が
娘
を
蕪
木
に
喪
は
せ
、

蕪
木
父
子
を
森
下
へ
招
き
寄
せ
、
振
廻
の
上
に
て
討
殺
す
に
‘
磁
る

一
挨
共
、
扱
と
そ
飽
田
は
越
前
と
申
合
せ
野
心
を
企
つ
る
と
、
い
づ

れ
も
一
味
同
心
し
て
森
下
へ
押
寄
せ
、
組
問
一
類
を
悉
く
討
亡
し
た

り
。
此
の
時
亀
岡
の
末
子
一
人
討
洩
ち
さ
れ
て
生
越
り
、
方
々
経

廻
り
た
る
後
は
柴
田
勝
家
が
家
に
扶
助
せ
ら
れ
、
溝
口
牟
左
衛
門
と

申
し
け
る
が
、
柴
悶
減
却
の
時
越
前
に
て
遁
腹
を
ぞ
設
し
け
る
。

ー・diti'

則
錦
繍
物
語
の
由
或
人
い
へ
り
。
又
柏
崎
回
楢
兵
衛
は
‘
銭
衡
が
惣
領

の
子
也
。
大
男
に
て
大
髭
鐘
雄
大
臣
の
如
く
、
力
量
人
に
勝
れ
、
高

イ
セ

麗
陣
又
は
闘
ヶ
原
の
時
も
心
操
あ
り
。
然
れ
ど
も
無
双
の
し
は
き
者

に
て
人
外
也
。
就
v
夫
父
錦
繍
と
も
義
絶
危
.
り
。
去
共
武
功
も
あ
り
‘

鍬
粛
の
惣
領
・
な
る
に
依
っ

τ.
利
常
卿
一
高
石
被
v
下
也
と
。
い
へ

り
。
叉
三
筆
記
に
云
ふ
。
亀
田
植
兵
衛
金
揮
に
居
住
す
る
に
至
っ

τ、

金
銀
を
数
寄
出
で
‘
買
物
の
代
物
を
遺
す
に
も
・
一
年
も
立
ち
て
牟

分
譜
し
‘
小
鯛
・
小
鮒
を
買
置
き
て
、
朝
よ
り
畷
ま
で
四
・
五
人
も
肴

賓
を
呼
び
入
れ
.
小
を
犬
に
か
へ
て
遣
し
、
小
鯛
・
小
鮒
も
現
に
は
大

鯛
・
大
鮒
に
成
る
事
を
覚
え
た
り
。
奉
公
人
は
一
年
に
四
度
・
五
度
宛

置
替
へ
、
給
銀
少
し
も
不
v
入
し
て
‘
扶
持
米
の
み
に
て
人
を
仕
ひ
‘

剰
へ
彼
奉
公
λ
共
に
、
紡
績
の
い
と
怠
み
を
あ
て
‘
男
に
は
草
鮭
・
細
・
・

鑓
た
ど
あ
て
け
れ
ば
、
皆
難
儀
し
て
衣
類
道
具
を
捨
て
行
き
け
り
。

口
に
貧
し
き
を
喰
ひ
て
、
さ
の
み
色
に
も
ふ
け
ら
宇
。
世
間
を
止
め

て
金
銀
の
集
る
事
を
楽
し
み
と
す
。
絡
に
家
減
却
す
。
是
皆
死
す
べ

き
た
め
の
病
の
品
と
申
あ
へ
り
と
ぞ
。

。
亀
岡
搭
兵
衛
停
信

三
笠
記
に
一
民
ふ
。
寛
永
十
七
年
七
月
下
旬
の
頃
に
や
。
亀
田
植
兵
衛

金
滞
古
蹟
志
巷
廿
四

四
O 

半
左
衛
門
が
・
せ
が
れ
、
海
野
但
馬
守
に
扶
助
せ
ら
れ
‘
度
々
の
鑓
有
一

り
け
れ
ば
、
織
地
大
絡
に
被
昌
申
付
一
一
砲
聞
大
隅
と
名
乗
り
後
法
排
し

て
錦
繍
と
申
し
け
り
。
但
馬
守
紀
伊
園
和
歌
山
よ
り
安
畿
の
成
嶋
へ

被
v
移
。
但
馬
惣
領
は
秀
忠
将
軍
の
孫
に
て
、
安
饗
守
と
云
ふ
。
此
の

時
家
来
一
人
切
腹
被
品
申
付
-
事
陀
付
、
上
回
宗
古
惣
領
主
水
と
亀
岡

大
隅
と
牢
人
と
成
り
、
後
申
分
も
立
ち
け
れ
ば
雨
入
共
被
昌
召
返
吋
さ

て
柏
崎
岡
餓
繍
病
死
し
て
‘
せ
が
れ
植
兵
衛
又
牢
人
と
成
り
.
加
州
へ

来
り
、
江
沼
郡
潮
津
と
一
試
ふ
鹿
に
在
郷
し
て
久
々
有
v
之
。
組
問
が
家

人
莞
え
の
侍
生
磁
り
て
在
v
之
を
、
利
常
卿
被
a

召
出
-
知
一
行
被
v
下
。
菅

野
加
右
衛
門
子
共
兄
弟
、
共
の
外
花
田
加
兵
衛
是
也
云
々
。
と
あ
り
。

関
屋
政
審
古
兵
談
に
去
ふ
。
亀
岡
大
隅
後
鱗
衡
と
-X
ひ
た
る
仁
は
、

一
元
来
尾
州
の
こ
寺
と
云
ふ
所
の
溝
口
一
普
左
衛
門
と
云
ふ
者
の
子
也
。

故
に
若
き
時
は
溝
口
牟
佑
と
云
ひ
、
柴
田
修
理
勝
家
の
子
小
姓
と
成

り
.
後
同
首
伊
賀
守
陀
仕
へ
た
り
。
賀
州
河
北
郡
森
下
村
の
一
授
大

将
亀
岡
大
隅
守
は
、
武
勇
に
態
し
た
る
者
に
て
勝
自
然
の
手
に
不
v
付。

依
っ
て
勝
家
よ
り
和
談
を
た
し
、
溝
口
牟
佑
を
人
質
に
越
し
、
大
隅

砲
を
仕
り
た
り
。
共
時
の
様
子
能
し
と
て
、
b
T
佑
を
大
隅
智
と
す
。

故
に
牟
佑
溝
口
を
改
め
て
亀
田
と
成
り
、
後
大
隅
に
成
り
た
り
と
。

e
L
L
い
戸
空
白
令

を
夜
討
に
し
‘
金
銀
を
取
り
行
き
け
り
。
老
中
吟
味
せ
ら
れ
‘
家
来

の
者
共
を
捕
へ
て
、
出
向
問
様
々
・
な
り
と
い
へ
ど
も
.
脅
て
知
る
も
の

た
し
。
飽
田
居
屋
敷
は
惣
構
の
外
薮
際
也
。
紳
戸
清
賂
と
三
輪
法
受

の
聞
に
並
び
、
亀
岡
前
に
摘
を
ほ
り
、
法
受
が
堺
掘
を
越
し
‘
雨
方

共
堀
縁
に
塀
を
懸
け
た
り
。
法
受
と
組
問
と
の
聞
な
る
掘
を
っ
た
ひ

来
て
、
檎
兵
衛
塀
を
切
破
り
、
下
張
所
の
水
流
し
の
下
を
切
あ
け
忍

び
入
り
、
疲
聞
に
忍
び
入
り
て
槽
兵
衡
を
討
ち
け
れ
ど
も
、
金
銀
の

有
所
不
v
知
。
物
世
へ
入
り
て
見
れ
ば
‘
女
を
一
人
縛
り
置
き
た
り
。

放
何
と
し
て
縛
ら
れ
た
る
ぞ
。
金
銀
の
有
所
申
す
た
ら
ぽ
、
助
け
て

出
す
べ
し
と
云
ふ
。
女
日
く
、
我
櫨
兵
衛
殿
の
集
に
逮
ひ
、
二
・
三
日

袋
に
不
食
に
て
如
v
此
也
。
は
な
し
て
賜
は
ら
ぽ
、
金
は
縫
聞
の
脇
に

有
る
べ
し
と
云
ふ
。
則
ち
縄
を
切
り
て
、
か
ま
へ
て
此
の
事
申
す
な

と
云
ひ
て
放
し
け
り
。
然
る
鹿
‘
吟
味
漸
〈
日
教
を
経
て
も
知
れ
ざ

り
け
る
に
、
女
一
人
目
安
を
以
て
注
進
す
。
権
兵
衡
を
夜
討
に
仕
り

た
る
者
は
、
津
田
源
右
衛
門
家
来
蜂
谷
清
兵
衛
と
云
ふ
者
也
。
肉
類

に
興
す
る
者
は
、
才
鶴
理
助
と
申
者
也
。
共
の
外
に
も
候
は
ん
白
雪

上
す
。
則
ち
此
の
者
共
親
兄
弟
迄
召
捕
へ
ら
れ
た
り
。
彼
の
女
は
初

め
蜂
谷
清
兵
衛
が
妻
也
。
近
き
頃
離
別
せ
ら
れ
被
邑
泊
出
-
て
、
後
妻
を

四




